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４コマ漫画を並べ直す
児童＝９月 27日、 
明石市立大久保小学校 

 アドバイザーの先生方

は多士済々。姫路市立城

北小学校の井上幸史教

頭（52）らは、神戸大会

で講演や発表の模様を、

その場で文字やイラスト

によるグラフィックレコ

ーディングにまとめる。 

（神戸新聞社 NIE・NIB 

推進部シニアアドバイザー 

兵庫県 NIE推進協議会 

事務局長 三好正文） 

 

2024年１０月２５日付神戸新聞朝刊教育面に掲載されました 

新聞使って運動会 
甲南小、甲南幼が連携、来夏発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新聞活用を深め、広める 

NIEアドバイザー、兵庫に 14人 
NIEアドバイザーをご存じだろう

か。学校での新聞活用を深め、広める

先生方で、兵庫では現在 14人が活

躍中だ。 

14人のうち 11人は兵庫県 NIE

推進協議会が推薦し、日本新聞協会

が認定した小中高の先生たち、３人は

同協議会が認定した特任アドバイザー

で、小中高の校長先生たちだ。 

 明石市立大久保小学校の若生佳久

教諭（63）のアドバイザー歴は最長不

倒の約 20年に及ぶ。2001年夏の

「第 6回 NIE全国大会神戸大会」で

も実践発表をした。 

「新聞を使った授業は面白い」と若

生教諭が NIE活動を始めたのは 27

年前。明石市内の教員らでつくる

NIE研究会の世話人を長く務め、赴

任した市内各小学校では、多様な教 

新聞紙をフル活用した運動会「こうな

んシンブリンピック」が 10月２２日、神

戸市東灘区の甲南小学校・甲南幼稚園

の講堂であった。小学校と幼稚園の連

携行事で、子どもたちは、新聞紙で作っ

たポンポンやボールを使い、元気いっぱ

い踊ったり、玉入れをしたりしていた。 

甲南小は日本新聞協会の NIE実践

指定校。来年夏の「NIE全国大会神戸

大会」で幼小連携の実践発表を行う。 

運動会には３年生５６人と年長組２８

人が参加。リレーでは、新聞紙を胸に当

て、「よ～いどん」で両手を挙げ、落とさ

ないよう思い切り走った。 

３年生はこれまで、宿泊体験などの内

容をまとめた新聞を作成。運動会の企

画では「新聞の楽しさを伝えよう」と、ア

イデアを出し合った。NIE担当で司書教

諭の田代弘子さん（５４）は「児童たちは

新聞をより身近に感じ、便利で楽しいも

のと考えるようになった」と手応えを語

った。今後、３年生は園児と一緒に記事

のスクラップに取り組む。 

（神戸新聞社 NIE神戸大会事務局 

 網 麻子） 

 運動会に（神戸新聞社ＮＩＥ神戸大会

事務局 

 網 麻子） 
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若生佳久教諭 

 科領域で NIEを展開してきた。 

そのうち、「（新聞の）『４コマ漫画』

で起承転結を学ぼう」と「新聞に載っ

ている大きな数を探そう」は、児童が

とっつきやすい実践例として、「新聞

で授業が変わる NIEガイドブック・

小学校編」（日本新聞協会、2020年

発行）にも掲載されている。 

 若生教諭は「子どもたちが日頃から

新聞を開く機会につながれば」と話

し、来年夏の「第 30回 NIE全国大

会神戸大会」でも「４コマ漫画で―」の

取り組みを実践発表する。 

アドバイザーの一人、姫路市立飾磨

中部中学校の佐伯奈津子教諭（43）

も兵庫で約 15年、NIEに取り組み、

普及に力を注いできた。神戸大会で

は、新聞の写真から一句をひねり出す

「NIE俳句」を実践発表する予定。     

 

             


